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横浜青年

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や

年
賀
状
に
感
激
し
て
も

う
2
カ
月
が
過
ぎ
た
。

受
け
取
っ
た
ほ
と
ん
ど

が
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
対
す
る
批
判

や
侵
攻
を
進
め
る
蛮
行

の
終
わ
り
を
願
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
思
い
は
一
顧
も
さ
れ
ず
ロ
シ
ア

の
侵
攻
は
２
年
目
に
入
っ
た
。
侵
攻

者
の
攻
撃
で
こ
れ
ま
で
の
平
穏
な
生

活
を
奪
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
日
常

を
伝
え
た
最
初
の
頃
の
報
道
が
私
の

目
に
焼
き
つ
い
て
い
る
▼
そ
れ
ま
で

の
普
通
の
生
活
を
営
む
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
び
と
へ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
は
、

子
ど
も
に
も
容
赦
な
く
、
爆
撃
で
命

を
落
と
し
て
い
る
。
戦
禍
の
暴
力
に

直
撃
さ
れ
る
幼
い
子
ど
も
た
ち
の
日

常
生
活
を
思
う
と
胸
が
痛
む
。
最
近

で
は
、
自
国
防
衛
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵

戦
死
者
の
増
加
も
伝
え
ら
れ
て
い
る

▼
近
所
に
住
む
孫
た
ち
と
の
写
真
付

き
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や
年
賀
状
が

私
た
ち
夫
婦
の
定
番
で
、
今
年
も
英

文
で
送
る
人
に
は
、
孫
た
ち
をM

y 
treasure

（
わ
た
し
の
宝
物
）と
書
き

添
え
て
送
っ
た
が
、
私
の
心
の
ど
こ

か
に
マ
イ（M

y

）は
利
己
的
で
は
な

い
か
と
、
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
人
の
信
仰
の
友
が
、

「
子
ど
も
が
宝
物
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
世
界
を
包
む
感
情
表
現
で
人

間
と
し
て
の
普
遍
の
感
情
」だ
と
マ

イ（M
y

）の
強
調
を
肯
定
し
、
わ
が

孫
た
ち
を「
わ
た
し
の
宝
物
」だ
と
返

信
を
く
れ
た
。
私
が
い
つ
も
無
事
を

思
う「
あ
の
か
わ
い
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
子
ど
も
」へ
の
感
情
も「
世
界
を
包

ん
で
い
る
人
間
と
し
て
の
本
来
的
な

普
遍
の
感
情
」だ
と
思
っ
た
▼
3
月

に
誕
生
日
を
迎
え
る
孫
娘
と
一
緒
に
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
に「
子
ど
も
が
宝

物
」で
あ
る
と
い
う
感
情
は
な
い
の

か
と
確
か
め
た
い
。�

（
準
）

　

２
０
２
２
年
２
月
24
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
の
直
後
と
な
る
３
月

４
日
か
ら
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
を
支
援
す
る
た
め
の
緊
急
支
援
募
金
を

開
始
し
ま
し
た
。
４
月
15
日
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

出
身
の
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
奏
者
の
カ
テ
リ
ー
ナ
さ

ん
を
招
き
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
緊
急
支
援

募
金
の
た
め
の
演
奏
会
を
開
催
し
、
約
１
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。以
降
、第
３
期
ま
で

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
は
９
４
４
万
４
８
７
０

円（
１
月
31
日
現
在
）と
な
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
を
通
じ
て

現
地
や
神
奈
川
県
で
避
難
生
活
を
送
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
人
び
と
の
支
援
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
横
浜
市
が
行
政
、
民
間
、

市
民
一
体
に
よ
る
支
援
と
し
て
４
月
15
日
か
ら

行
っ
た「
オ
ー
ル
横
浜
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」へ
の

協
力
依
頼
を
横
浜
市
か
ら
受
け
、
生
活
支
援
金

（
市
内
企
業
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
・
横
浜

市
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
）の
受
け
渡
し
を
行
い

ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
び
と
と
の
面
談
で

は
、
個
々
の
状
況
や
困
り
ご
と
を
聞
き
取
り
、

こ
れ
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
賛
育
会
か
ら
２
人

の
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
取
り
組
む
支
援
活
動
は
、

大
き
く
６
つ
と
な
り
ま
す
。
①【
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
び
と
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
】

多
く
の
企
業
や
団
体
の
協
力
を
受
け
実
施
し
た

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
戦
の
観
戦
に
は

約
70
人
の
参
加
が
あ
り
、
観
戦
と
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。
②【
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
行
う
イ
ベ
ン

ト
や
バ
ザ
ー
で
の
手
作
り
品
の
販
売
】９
月
の
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
で
５
組
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
び
と
が
手
作
り
の
人
形
や
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど

を
出
展
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
県
内
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
バ
ザ
ー
で
も
販
売
し
ま
し
た
。
③【
ウ
ク
ラ

イ
ナ
カ
フ
ェ
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
ィ
で
の
見
守
り
保
育
】

毎
月
の
カ
フ
ェ
の
イ
ベ
ン
ト
に
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
２

人
の
保
育
士
を
派
遣
し
、
母
親
同
士
が
交
流
す

る
間
の
保
育
を
担
っ
て
い
ま
す
。
④【
子
ど
も
た

ち
の
育
ち
の
機
会
の
提
供
】Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
の
支
援
と
し
て
、
ス
イ
ミ
ン
グ
に
４

人
、
ア
ー
ト
ク
ラ
ス
に
１
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

⑤【
日
本
語
学
習
支
援
】３
人
の
ユ
ー
ス
が
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
で
聴
講
生
と
し
て
日

本
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
⑥【
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
ユ
ー

ス
の
就
労
支
援
】２
人
の
ユ
ー
ス
が
日
替
わ
り
で

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
勤
務
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人

び
と
か
ら
の
困
り
ご
と
の
相
談
や
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
準
備
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園
や
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
、
地
域
の
学
校
を
訪
問
し
ウ
ク
ラ
イ

ナ
紹
介
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
期
化
す
る
避
難
生
活
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
び
と
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
、
就
労
や
日

本
語
の
学
び
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

第
３
次
募
金
の
受
付
は
、
３
月
31
日
ま
で（
詳

細
は
４
面
ご
参
照
）。�

（
文
責　

編
集
部
）

顔
の
見
え
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
活
動
を

行
政
・
企
業
・
個
人
と
協
働
し
て
展
開

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
直
後
か
ら
、
行
政
、
企
業
、
団
体
、
個
人
の
方
々
と
と
も

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
に
暮
ら
す
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
び
と
が
安
心
し
て
生

活
が
出
来
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
持
ち
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
支
援
活
動
の
一
部
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　11月 6 日に「リフレッシュデ
イキャンプ in三浦」に参加し、
横須賀の農家と三浦 YMCA グ
ローバル・エコ・ヴレッジに
行きました。農業について学
んだり、収穫した野菜はサラ
ダにしておいしくいただきました。午後は、海
の近くの三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッ
ジで過ごし、ウクライナの人たちと、コミュニ
ケーションができリラックスできました。おい
しい弁当とアウトドアでくつろぐ機会をありが
とうございました。準備してくださった皆さま
に感謝します。次のキャンプも楽しみです。

　横浜 YMCA のスイミング
クラスに11月から週 1 回
通っています。水泳は好
きで、友だちと一緒に楽
しく泳いでます。今は小
学校に通って日本語や他
の多くのことを勉強しています。ウクライ
ナ人の母が作るウクライナ料理はとてもお
いしいです。日本のおにぎりも大好きです。
この間は近所の人がおにぎりを持ってきて
くれて食べました。外でよく友だちと遊ん
でいる時が楽しいです。私は絵を描くこと
やサッカーも好きなので参加したいです。

　私 は2022年 7 月に 日 本
に来ました。横浜 YMCA ウ
クライナ支援活動のつなが
りで、9 月から横浜 YMCA
学院専門学校で聴講生とし
て日本語を学んでいます。
昨秋に、湘南とつかYMCAで開催されたフェ
スタで、他のウクライナ人が手作りしたア
クセサリーなどと一緒に、私が書いたカー
ドを販売しました。 3 月以降も日本語を学
び続けたいです。将来は、日本の大学や
専門学校でアートを学びたいです。支え
ていただいている方に感謝しています。

　 2 月 6 日に十日市場地域
ケアプラザにて「みどりク
ラブ」がスタートしました。
これはウクライナ人の交
流と情報交換のスペース
です。手工芸、ウクライ
ナ語の本、おしゃべりを楽しみ、おいしい
お茶をいただいてゆったりと過ごしました。
　さらに野菜やニット帽、マフラーのお土
産もいただきました。日本の方たちが私た
ちに愛と理解を持って接してくれたことが
本当にうれしいです。この困難な時に私た
ちと一緒にいてくれることに感謝します。

野菜収穫とウクライナ人との
交流でリフレッシュ

セルギイ  クメルコフスキさん

YMCA専門学校で日本語を学び
友だちやウクライナ人とつながる機会も

ダリア  リーセンコさん

友だちも一緒に
小学校もスイミングも楽しい

ヴェロニカ  グルシュカさん（写真左）

地域でウクライナ人交流の場
みどりクラブがスタート

ナタリア  パラモノワさん

ウクライナの人びとからのメッセージ

▲�オデーサ市（横浜市の姉妹都市）の 小学生から高校生までの子ど
もたちが富士山 YMCA でキャンプ。横浜市、横浜市柔道協会、JICA
横浜、日本財団、横浜 YMCA が協力し受け入れた
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
世
界
的
な
い

じ
め
反
対
運
動「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ

デ
ー
」に
賛
同
し
、
年
間
を
通
し

各
月
の
最
終
水
曜
日
に
多
く
の
人

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ウ
エ
ル
ネ

ス
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
月

最
終
水
曜
日
に
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー

の
説
明
と
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
な
ど
を

着
用
し
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
鉄
棒
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
成
人
の

水
泳
ク
ラ
ス
で
は
、
ピ
ン
ク
の
小

物
を
身
に
付
け
た
り
、
水
泳
レ
ッ

ス
ン
時
に
は
、
ピ
ン
ク
色
の
ビ
ー

ト
板
な
ど
を
用
い
て
練
習
し
た
。

　

２
月
は
、
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー

月
間
と
し
て
、
保
育
園
や
学
童
ク

ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
紙
芝
居
や

絵
本
を
用
い
て
、、
ピ
ン
ク
シ
ャ

ツ
デ
ー
の
意
味
や
い
じ
め
を
な
く

す
た
め
に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き

る
か
を
考
え
る
機
会
を
も
っ
た
。

　

ま
た
、
１
月
に
は「
多
様
な
性
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？　

 

す
べ
て
の
子

ど
も
が
す
ご
し
や
す
い
環
境
と
は
」

と
題
し
た
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
を

行
っ
た
。
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｒ
ｅ

Ｂ
ｉ
ｔ
か
ら
講
師
を
招
き
、
多
様

な
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
違
い
が
差
別
や
か
ら
か

い
と
し
て
い
じ
め
に
つ
な
が
り
や

す
い
こ
と
な
ど
、
人
権
の
視
点
か

ら
学
び
を
深
め
た
。
ま
た
、
全
て

の
子
ど
も
と
若
者
が
過
ご
し
や
す

い
環
境
を
作
り
出
す
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　

２
月
18
日
に
は
、
田
畑
栄
一
氏

（
埼
玉
県
越
谷
市
立
新
方
小
学
校

校
長
）を
招
き
、
講
演
会「
笑
い
で

育
む
温
か
い
人
間
関
係
～
い
じ

め
・
不
登
校
へ
の
取
り
組
み
」を

行
っ
た
。
２
月
22
日
の
ピ
ン
ク

シ
ャ
ツ
デ
ー
当

日
に
は
、
ピ
ン

ク
の
小
物
や

シ
ャ
ツ
を
身
に

付
け
た
会
員
や

リ
ー
ダ
ー
、
水

泳
や
体
操
ク
ラ

ス
、
保
育
園
、

学
童
ク
ラ
ブ
、

語
学
ク
ラ
ス
な

ど
の
子
ど
も
た

ち
や
高
齢
者
施

設
の
利
用
者
か

ら
も
い
じ
め
を

な
く
そ
う
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
写
真

が
寄
せ
ら
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
て

紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
や
横
浜
市
、

地
域
の
企
業
や
団
体
な
ど
が「
ピ

ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
２
０
２
３
in
神

奈
川
」（
主
催　

同
推
進
委
員
会
・

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
奈
川
子
ど
も

未
来
フ
ァ
ン
ド
・
同
委
員
会
特
別

推
進
委
員
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

総
主
事
・
同
委
員
会
副
代
表
推
進

委
員
山
添
訓
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
本
部

事
務
局
長
）で
は
、
２
月
22
日
に
、

新
都
市
プ
ラ
ザ（
横
浜
駅
東
口
地

下
２
階
）に
お
い
て
パ
ネ
ル
展
示

を
行
っ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
引
き
続
き
、

毎
月
最
終
水
曜
日
を
ピ
ン
ク
シ
ャ

ツ
デ
ー
と
し
て
い
じ
め
の
な
い
社

会
を
目
指
す
た
め
に
日
常
的
に
取

り
組
む
。

　

２
月
５
日
に
、
横
浜
市
金
沢
区

内
に
あ
る
金
沢
八
景
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
マ
ナ
保
育
園
、
横
浜
市

金
沢
区
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
と

こ
と
こ（
運
営
委
託
）が
連
携
し
、

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
の
一
環
と

し
て「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
子
育
て
応
援
マ

ル
シ
ェ
」を
三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー

バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
で
開
催
し
、
乳
幼
児

親
子
１
２
０
０
人
を
超

え
る
参
加
者
が
親
子
の

き
ず
な
や
参
加
者
同
士

の
つ
な
が
り
を
深
め
た
。

　

関
東
学
院
六
浦
中
学

校
・
高
等
学
校
鉄
道
研

究
部
の
協
力
の
も
と
、

ミ
ニ
電
車
の
乗
車
体
験

や
鉄
道
型
模
型
の
展

示
、
鉄
道
模
型
で
自
由

に
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
市
民
活
動
団
体

の
活
動
紹
介
や
作
業
所
製
品
の
販

売
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

野
外
活
動
体
験
で
は
、
森
の
プ

レ
イ
パ
ー
ク
や
野
外
炊
事
で
の
ス

モ
ア
づ
く
り
を
行
い
、
自
然
の
中

で
大
人
も
子
ど
も
五
感
を
活
用
し

自
然
を
満
喫
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
神

奈
川
横
須
賀
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

チ
ア
ダ
ン
ス
の
発
表
な
ど
も
行
わ

れ
、
乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

ん
だ
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
今
後
も

子
育
て
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
一

人
で
抱
え
な
い
よ
う
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
機
会

を
提
供
し
て
い
く
。

寒い冬でも家族で遊ぼう
ＹＭＣＡ子育てマルシェ ポジティブネットをひろげよう

～今月のよくなる一歩～

友だちに
「ありがとう」と伝えよう 　

友だちに
「ありがとう」と伝えよう 　

　　（Caring 　思いやり）　　（Caring 　思いやり）

 とも

 つた

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

春探しの散歩

い じ め の な い 社 会 を 創 る
ピンクシャツデーに取り組む

「ピンクシャツデー in Action!」
社会の変化を促す活動を皆で

　1945年6月30日、再び避難所に主人が来て、家が
全部焼けてしまったことを聞きました。上司の社宅
が焼け残ったため2階に住まわせてもらうことになり
ました。上司の家は、駅の北にあったので、南にあっ
た避難所から町の中心を通っていくことになりました。
町に入ったとたん、道の傍らにむしろを敷き、警防
団の人が防空壕の中で蒸し焼きになった人を引きず
り出して、むしろの上に並べていました。
　防空壕の中で水浸しになっていたので、顔、手足
は水ぶくれで、見る影もなく無残な姿でした。少し
行くと、リヤカーに荷物を積んで、ここまで逃げて
来たのであろうと思われる人がリヤカーのさおにつ
かまったまま、丸焼けになっている光景を目にしま
した。男の人であるということしか確認が出来ませ
んでした。身はきつね色、さわったら多分プツプツ
と崩れてしまうのではないかと思い、思わず目をそ
むけてしまい、ただ手を合わせることしかできませ
んでした。これが地獄というものかと感じました。
　私もあの防空壕に入っていたら、きっとこのよう
な状態になっていたのではないかと背筋に冷たいも
のが走りました。真夏の太陽は、ぎらぎら犠牲者を
照り付けていました。早く家族か親戚の人に葬って
もらえたらと祈る思いでした。爆心地にあった天満
屋デパートの地下に逃げた人は皆、蒸し焼きになり
ました。
 （厚木 YMCA 運営委員・

厚木ワイズメンズクラブ 川口知幸）

体験を平和につなぐ vol.20
母の証言4　防空壕

　風はまだ冷たい日も多いですが、
陽射しは暖かく青空が広がるよう
な日は、心踊るような春を感じる
季節になってきました。このよう
な暖かい日に春探しの散歩はいか
がでしょうか ? 小春日和に時間を
少し忘れ、のんびりとする散歩は、
心の栄養におすすめです。
　少し上を見上げると、さまざま
なつぼみが見られます。梅はとて
も良い香りがします。ちんちょう
げも嗅覚から季節の訪れを伝えて
くれます。
　足元には、つくし、ヨモギ、小
さな花、てんとう虫、アリなどさ

まざまな生き物たちが春に誘われ
姿を見せてくれます。保育園でも
つくしを持ち帰り、子どもたちと
はかまをとり炒めて食べたり、川
沿を歩いているとカエルが出てき
てビックリしたり、空の雲を何に
見えるか話をしたり、風の違いを
感じることもあります。寒くて家
に籠りがちですが、たまには身近
な自然を楽しみながら春探しに出
掛けてみませんか ? 写真を撮り、
自分だけのオリジナル図鑑作りも
おすすめです。
　（金沢八景YMCA保育園　主任　
　　　　　　内藤　ゆう）

　

横
須
賀
市
立
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
以
下
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
指

定
管
理
者
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
）で
は
、
２

月
11
日
、
12
日
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る

市
民
活
動
団
体
の
活
動
紹
介
・
交
流
イ
ベ

ン
ト「
の
た
ろ
ん
フ
ェ
ア
２
０
２
３
」を
89

団
体
の
エ
ン
ト
リ
ー
で
開
催
し
、
２
日
間

で
１
千
人
を
越
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。

　

会
場
で
は
、
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
、
映

像
に
よ
る
活
動
紹
介
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
震
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
な
ど

の
ほ
か
、
各
団
体
の
紹
介
動
画
な
ど
を

YouTube

に
て
配
信
し
た
。

横須賀
の
た
ろ
ん
フ
ェ
ア
に

市
民
1
千
人
が
参
加

※�戦争体験をお伝えいただける方は編集部（本部事務局広報）
へご連絡くださるようお願いいたします。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
で
は
、
卒

業
学
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
卒
業
研
究

発
表
を
行
っ
た
。

　

１
月
30
日
に
行
わ
れ
た
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
卒
業
レ
ポ
ー
ト
発
表

会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
、
保

育
な
ど
の
分
野
を
学
ん
だ
学
生
が
、
そ
れ

ぞ
れ
１
つ
の
テ
ー
マ
の
研
究
を
行
っ
た
。

「
立
ち
幅
跳
び
の
ス
タ
ー
ト
姿
勢
が
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
」「
積
み
木
の
保
育
に

お
け
る
必
要
性
に
つ
い
て
」な
ど
36
の
発

表
が
あ
っ
た
中
で
、「
男
性
保
育
士
の
理

想
の
髪
型
」と
題
し
、
男
性
保
育
士
の
あ

り
方
を
発
表
し
た
牧
野
悠
馬
さ
ん（
こ
ど

も
ス
ポ
ー
ツ
・
保
育
コ
ー
ス
３
年
生
）が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
こ
ど
も

総
合
科
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
心
理
、

介
護
福
祉
科
は
実
習
で
の
学
び
と
気
づ
き

な
ど
の
発
表
を
行
っ
た
。
３
月
25
日
に
は

４
校
合
同
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
る
。

とつか
専
門
学
校
生
が

卒
業
研
究
発
表

▲�ピンクのシャツを着てトランポリンに取り組んだ （横
浜中央 YMCA）

▲�左上 ) 1 月に行われたスタッフ研修

▲高校生たちのサポートで電車体験を楽しむ子どもたち
▲右下 ) スモアづくりで親子の会話も弾んだ
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
２
月
11

日
に
、
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に

て「
会
員
大
会
ー
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
ー
」（
主
催
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
員
事
業
委
員
会
）を
開
催
し
た
。

大
会
で
は
、
特
別
講
演
、
分
か
ち

合
い
の
時
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
活

動
報
告
、
広
島
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

報
告
、
維
持
会
員
活
動
紹
介
な
ど

Ａ
専
門
学
校
の
留
学
生
を
対
象
と

し
た「
就
職
の
た
め
の
模
擬
面
接
」

を
開
催
し
た
。

　

今
後
も
企
業
の
社
会
的
責
任（
Ｃ

Ｓ
Ｒ
）の
実
践
に
つ
な
が
る
活
動

を
続
け
て
い
く
。

︻
2
0
2
2
年
度
賛
助
会
入
会
会
社
︼

　

厚
木
テ
ィ
ー
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
有
）、（
株
）安
藤
ス
ポ
ー
ツ
、
ア

ン
ド
ウ
電
気
照
明（
株
）、（
株
）伊

藤
園
、
上
野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク

（
株
）、（
株
）エ
イ
コ
ー
プ
リ
ン
ト
、

小
倉
会
計
事
務
所
、（
株
）神
奈
川

新
聞
社
、
川
本
工
業（
株
）、（
株
）

共
栄
社
、（
株
）崎
陽
軒
、
協
同
電

気（
株
）、（
株
）グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、

（
株
）サ
カ
ク
ラ
、（
株
）サ
ス
・
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
サ
ン
ト

リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン（
株
）、
湘
南
ひ
か
り
の
く
に

（
株
）、大
成
建
設（
株
）横
浜
支
店
、

（
株
）ダ
イ
イ
チ
、
ダ
イ
ド
ー
ド
リ

ン
コ（
株
）、タ
カ
ナ
シ
乳
業（
株
）、

タ
カ
ノ（
株
）、（
株
）テ
レ
ビ
神
奈

川
、（
福
）東
京
コ
ロ
ニ
ー
東
京
都

大
田
福
祉
工
場
、
戸
田
建
設（
株
）

横
浜
支
店
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ベ
ン

デ
ィ
ン
グ（
株
）、（
株
）日
栄
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
、
日
興
テ
ク
ノ
ス（
株
）、

（
株
）日
新
、
三
菱
Ｈ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス

リ
ー
ス（
株
）、（
株
）フ
ェ
ア
ス

タ
ー
ト
、
藤
木
企
業（
株
）、
富
士

フ
ィ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン（
株
）神
奈
川
支

社
、
富
士
倉
庫（
株
）、
扶
桑
電
機

（
株
）、（
株
）ホ
テ
ル
、
ニ
ュ
ー
グ

ラ
ン
ド
、（
株
）プ
レ
ジ
ャ
ー
、（
株
）

ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
、
丸
全
昭
和
運
輸

（
株
）、
三
丸
興
業（
株
）、
明
治

安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
、（
株
）

大
和
生
花
店
、（
株
）有
隣
堂
、

（
株
）ヨ
コ
ソ
ー
、（
株
）ヨ
コ
ソ
ー

横
須
賀
支
店
、
横
浜
エ
レ
ベ
ー

タ（
株
）、（
株
）横
浜
銀
行
、
横

浜
商
工
会
議
所
、（
株
）横
浜
ス

タ
ジ
ア
ム
、
株
式
会
社
Ｙ
Ｓ
Ｇ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、（
特
非
）

よ
こ
は
ま
地
域
福
祉
研
究
セ
ン

タ
ー
、
ヨ
シ
ダ
電
子（
株
）、
理

想
科
学
工
業（
株
）神
奈
川
営
業

所
、（
有
）ワ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン（
順
不
同
・
敬
称
略　

１
月
31

日
ま
で
）。

２
０
２
２
年
度
の
サ
ポ
ー
ト
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会
は
、
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
青
少
年
育
成
や
地

域
の
人
び
と
と
と
も
に
平
和
な
社

会
を
創
る
こ
と
を
目
指
す
目
的
と

願
い
に
賛
同
し
、
そ
の
活
動
を
援

助
、
支
援
す
る
法
人
に
よ
り
構
成

す
る
会
員
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考
慮
し
て
活

動
を
行
っ
た
。
毎
年
行
っ
て
い
た

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
支
援

の
た
め
の
異
業
種
交
流
会
は
、
今

年
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

　

最
初
に
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
事
業
担
当
職
員
か

ら
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
て
支
援

金
を
集
め
た
。
ま
た
、
賛
助
会
各

企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か

し
児
童
養
護
施
設
の
高
校
生
を
対

象
と
し
た「
お
か
ね
の
教
室
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
」

「
つ
ま
ず
か
な
い
た
め
の
一
人
暮

ら
し
講
座
」、
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ

賛
助
会
企
業
と
地
域
に
貢
献

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
に
賛
同
す
る

が
行
わ
れ
、
会
場
90
人
・
１
２
３

ア
ク
セ
ス
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、
工
藤
誠
一

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
長
か
ら「
オ
ン

ラ
イ
ン
の
み
の
開
催
か
ら
対
面
を

含
め
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
講
演

を
通
し
て
平
和
な
社
会
を
創
る
た

め
に
出
来
る
こ
と
を
共
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
安
彦

良
和
氏（
漫
画
家
）を
招
き

「
歴
史
か
ら
学
ぶ
戦
争
と

平
和
～
人
と
人
と
が
、
分

か
り
合
え
る
世
界
と
は
～
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。

安
彦
氏
は
、
自
身
の
作
品

が
神
話
を
基
に
、
人
間
の

話
と
し
て
書
い
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。
古
代
史

を
用
い
て
、
戦
争
の
こ
と
、

日
本
の
な
り
た
ち
と
仏
教
、

神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宗

教
の
観
点
を
話
し
、
今
を
ど
う
生

き
る
か
、
今
を
ど
う
生
き
た
い
か

を
問
い
か
け
、
互
い
を
尊
重
し
た

上
で
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
語
っ
た
。
講
演
後
に
は
、

参
加
者
が
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
講
演
の

感
想
や
平
和
へ
の
思
い
、
取
り
組

め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

　

続
い
て
、
会
員
事
業
委
員
か
ら

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
活
動
報
告
や
学

童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

広
島
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
報
告
、

維
持
会
員
の
活
動
を
動
画
に
て
紹

介
し
た
。

　

最
後
に
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

総
主
事
か
ら
大
会
を
準
備
し
た
委

員
な
ら
び
に
維
持
会
員
の
方
へ
の

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
平
和
な
社

会
を
創
る
た
め
に
共
に
歩
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
掛
け
た
。

FLASH NEWS

　鎌倉ワイズメンズクラブは、毎月第 2 火
曜日の夕刻に、例会（れいかい）のため集
まります。各界の名士による卓話で見識
を広め、親交を深めるように努めています。
今は、コロナ禍のため、オンラインで開
催していますが、普段は対面の例会で、
食事をしてから始めています。毎年 2 月の
例会では、「タイム オブ ファスト（断食の
時）」として例会の食事を抜き、その分を
ワイズの国際協会に献金しています。そ
れは SDGs に関連する発展途上国を対象と
するプロジェクトに使われます。「ファミ
リー ファスト」という各家庭での献金は、 
HIV/AIDS 啓発活動に用いられます。

（鎌倉ワイズメンズクラブ　会長　池田光司）

タイム オブ ファスト
鎌倉ワイズメンズクラブ

ひとかき

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　
﹃
あ
な
た
に
届
く
よ
う
に
﹄（
松

任
谷
由
実
）に「
わ
け
も
な
く
と

び
出
し
た　

行
く
先
の
な
い
チ

ケ
ッ
ト
を
抱
い
て　

あ
て
も
な

く
降
り
立
っ
た
あ
の
日
の
こ

と
は
覚
え
て
い
ま
す

ず
ぶ
濡

れ
の
私
を

あ
な
た
は
ど
う
思
っ

た
で
し
ょ
う
ね
」と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
あ
る
。
感
情
の
ま
ま
に
飛

び
出
し
て
き
た「
私
」は
ど
の
よ

う
に
見
え
た
の
か
。
で
き
れ
ば

時
を
戻
し
た
い
。
そ
ん
な
イ
メ
ー

ジ
で
曲
を
聴
い
て
い
る
。

２
０
２
２
年
度
は
暑
い
夏
と

寒
い
冬
を
過
ご
し
た
。
社
会
一

般
と
同
じ
よ
う
に
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

も
電
気
代
、
ガ
ス
代
な
ど
の
燃

料
費
の
高
騰
に
よ
る
影
響
を
大

き
く
受
け
た
。
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な

ど
の
取
り
組
み
に
加
え
、
電

化
製
品
な
ど
の
備
品
や
設

備
の
更
新
も
進
め
て
き

た
。
最
新
式
は
10

年
前
と
比
べ
る
と
37
～
43
％
も

消
費
電
力
量
が
少
な
い
そ
う
だ

（
環
境
省
）。
常
に
技
術
は
進
化

し
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て

い
る
。
私
た
ち
も「
ま
だ
使
え
る
」

と
の
こ
だ
わ
り
で
環
境
負
荷
を

高
め
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

　

電
力
不
足
や
費
用
高
騰
を
追

い
風
に
し
て
、
原
発
再
稼
働
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
聞
く
。

高
浜
原
発
稼
働
か
ら
の
約
50
年

で
技
術
や
安
全
へ
の
考
え
方
、

発
電
効
率
な
ど
も
進
化
し
て
い

る
は
ず
で

あ
る
が
、
２
月
に
発

電
所
の
運
転
開
始
か
ら
60

年
超
運
転
を
容
認
し
た
こ
と

へ
の
理
解
に
苦
し
む
。し
か
し
、

原
子
力
発
電
所
の
新
規
建
設
推

進
は
支
持
し
な
い
。
日
本
で
は

原
発
か
ら
出
る
廃
棄
物（
核
の

ご
み
）の
最
終
処
分
場
、
使
用

済
み
核
燃
料
を
再
利
用
す
る
こ

と
な
ど
が
未
決
定
だ
か
ら
だ
。

　

曲
の
歌
詞
は「
あ
の
と
き
私

が
置
き
忘
れ
た
苦
い
思
い
で
は

ま
だ
あ
り
ま
す
か　

で
き
る
こ

と
な
ら
と
り
に
行
き
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
」と
続

く
。
後
か
ら
戻
り
た
い
と
思
う

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
と
り
あ
え
ず

走
り
だ
す
こ
と
も
安
易
に
し
て

は
い
け
な
い
。

　

い
ま
だ
に
帰
る
こ
と
が
で
き

な
い
故
郷
が
あ
る
人
が
い
る
。

私
た
ち
は
３
・
11
を
わ
す
れ
な
い
。

3.11を3.11を
わすれないわすれない

　

横
須
賀
市
立
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
以
下
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
指

定
管
理
者
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
）で
は
、
２

月
11
日
、
12
日
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る

市
民
活
動
団
体
の
活
動
紹
介
・
交
流
イ
ベ

ン
ト「
の
た
ろ
ん
フ
ェ
ア
２
０
２
３
」を
89

団
体
の
エ
ン
ト
リ
ー
で
開
催
し
、
２
日
間

で
１
千
人
を
越
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。

　

会
場
で
は
、
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
、
映

像
に
よ
る
活
動
紹
介
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
震
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
な
ど

の
ほ
か
、
各
団
体
の
紹
介
動
画
な
ど
を

YouTube

に
て
配
信
し
た
。

横須賀
の
た
ろ
ん
フ
ェ
ア
に

市
民
1
千
人
が
参
加

横浜 YMCA グローバルセミナー「ユネスコの
性教育の提案～親子の会話にいかせること～」

をテーマに 2  月12日に、オンラインにて開催した。
小貫大輔氏(東海大学教養学部教授)を講師に迎え、 
ユネスコ ( 国際連合教育科学文化機関 ) が提唱し
ている「包括的セクシュアリティ教育」について
学んだ。 1 月28日には、ジギャン・クマル・タパ
氏 ( 公益財団法人かながわ国際交流財団職員 )・ネ
パール支援に携わる丸谷士都子氏 ( 特定非営利活
動法人地球の木顧問・横浜 YMCA 常議員 ) を講師
に迎え、ネパールの出稼ぎ事情と村の参加型地域
づくりの取り組みを学んだ。

差別や偏見のない世界をつくろうと、 2 月18
日に「かながわ朝鮮学校交流ツアー」( 同実

行委員会主催 共同代表 佐竹博横浜 YMCA 総主事 )
が南武朝鮮初級学校(川崎市高津区)にて開催され、
朝鮮学校の授業見学、講演会、児童による歓迎の
踊りなどの披露、参加者による交流会が行われた。

会員大会-ピースフォーラム-を開催
ハイブリッドで200人を超える参加
多くの会員が交流し平和を考えた
ウクライナ支援活動・広島ピースセミナーの報告も

▲歴史から学ぶ戦争と平和について語った安彦良和氏



横 浜 青 年
横浜中央YMCA Tel 045（662）3721
横浜北YMCA Tel 045（433）4321
藤沢YMCA Tel 0466（26）1151
横須賀YMCA Tel 046（854）5126
川崎YMCA Tel 044（932）2031
厚木YMCA Tel 046（244）4181
鎌倉YMCA Tel 0467（24）7859
YMCA山手台センター Tel 045（813）1022
湘南とつかYMCA Tel 045（864）4768
金沢八景YMCA Tel 045（782）3003
YMCA東とつかセンター Tel 045（392）3747
大和YMCAライフサポートセンター Tel 046（264）3192

横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ Tel 045（867）0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン Tel 045（860）5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ Tel 046（222）8619
YMCA山手台保育園アルク Tel 045（813）1022
YMCAとつか保育園 Tel 045（870）3663

Y M C Aマナ保 育 園 Tel 045（790）3588
YMCAとつか乳児保育園 Tel 045（870）3235
YMCAつるみ保育園 Tel 045（500）5030
YMCAかわさき保育園 Tel 044（520）1825
YMCAいずみ保育園 Tel 045（800）3010

YMCA東とつか保育園 Tel 045（820）5588
YMCA東かながわ保育園 Tel 045（440）3763
YMCAたかつ保育園 Tel 044（281）7833
金沢八景YMCA保育園 Tel 045（353）5130
YMCAオベリン保育園 Tel 042（707）9974
大和YMCA保育園 Tel 046（214）3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 0544（54）1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ Tel 046（888）2100
鶴 見 中 央 Y M C A Tel 045（508）7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 Tel 045（506）0131
本   部   事   務   局 Tel 045（662）3721横浜YMCA
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●新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく場
合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時　3月17日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉 YMCA・オンライン（Zoom）
テーマ　cultural diff erences between 
　　　　Lithuania and Japan
ゲスト　Tamara Juchnevicさん（リトアニア）
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ　鎌倉 YMCA　Tel 0467（24）7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時　3月9日（木）午前10時30分～
会　場　湘南とつか YMCA4階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師　 堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費　無料
問合せ　湘南とつかYMCA　Tel 045（864）4768
　　　　ymsports@yokohamaymca.org
■聖書に聞く「新約聖書のイエス」
日　時　3月14日（火）午後2時30分～
会　場　横須賀 YMCA・オンライン（Zoom）

ナビゲーター
　　　　 横溝健正（横須賀第一キリストの教

会牧師）・窪田秀幸（日本基督教団久
里浜教会牧師）

参加費　無料
問合せ　横須賀 YMCA　Tel 046（854）5126

イベント
■ YMCAこどもにほんごクラブ
外国につながる子どもたちのための学習教室
各自の春休みの宿題をボランティアと一緒に
行います。
日　時　3月27日（月）～31日（金）
　　　　午前10時～正午※申込は1日単位で可能
会　場　横浜中央 YMCA9階チャペル
対　象　外国につながる子どもたち
　　　　（小学生・中学生）
参加費　無料
申込み　https://bit.ly/3jOGycF
　　　　または QR コードをご覧ください。
主　催　横浜 YMCA 学院専門学校
協　賛　SC Johnson
問合せ　横浜 YMCA 学院専門学校
　　　　Tel 045（661）0080

子育て支援
■プレママDay
日　時　3月7日（火）午前10時30分～11時30分

会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第1子妊娠中の方
内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　Tel 045（780）3205
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　 3月15日（水）午後2時～3時・30日（木）

午前10時15分～11時15分
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　Tel 045（663）0676
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　 3月17日（金）午前10時30分～・25日

（土）午後1時30分～
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム金沢区

支部事務局　Tel 045（352）7110

採用説明会
■2024年卒 総合職採用説明会
日　時　 3月11日（土）・18日（土）・25日（土）

午前10時～11時30分
会　場　横浜中央 YMCA
内　容　採用説明会
申込み　https://bit.ly/3RT7tRb

問合せ　横浜 YMCA 本部事務局
　　　　Tel 045（662）3721

学校説明会
■横浜 YMCA 学院専門学校
日　時　3月4日（土）・18日（土）午後1時～
内　容　国際情報ビジネス科学校説明会
申込み　https://bit.ly/3tAXhBP
または QR コードをご覧ください。
問合せ　Tel 045（661）0080
■ YMCA 健康福祉専門学校
日　時　 3月4日（土）・11日（土）・18日（土）

午前10時～/ 午後2時～
内　容　学校説明会 / オープンキャンパス
日　時　 3月11日（土）・21日（火・祝）・25日

（土）・30日（木）
　　　　午後1時30分～3時
内　容　 社会福祉科・精神保健福祉科（通信

教育）説明会
申込み　https://bit.ly/3OaLjr1
または QR コードをご覧ください。
問合せ　Tel 046（223）1441
■横浜 YMCAスポーツ専門学校
日　時　*3月11日（土）・18日（土）・25日（土）
　　　　* 午前10時～12時 / 午後2時～4時
内　容　学校・入試説明会
申込み　https://bit.ly/3k50tkH 
または QR コードをご覧ください。
問合せ　Tel 045（864）4990

東日本大震災支援活動 3.11をわれすない
　横浜 YMCA では、東日本大震災支援活動として「3.11をわすれない」
を継続して行います。YMCAかわさき保育園では、3 月に避難訓練と3.11
に思いを馳せ震災時を振り返ります。横須賀市立市民活動センターで
は、 3 月 4 日（土）から11（土）に写真パネル展示、 5 日（日）午後 2 時30
分から 4 時に語り部による講演会・学習会を実施します。横浜市内の
YMCA学童クラブは、春休みに大学生有志が作成したゲームボードにて、
地震発生時の避難や備蓄品などを考えます。福島第一原
発事故後の飯舘村を記録した古居みずえ監督の映画「飯
舘村べこやのかあちゃん」が 3 月11日から17日にポレポ
レ中野（JR 東中野駅西口）にて上映されます。

富士山YMCAの期間限定キャンププラン
　富士山 YMCA グローバル・エコ・ヴィレッジ
では、アウトドア用品ブランド「PEACEPARK」
とのコラボレーションによるお部屋キャンププ
ランを実施します。機能性の高いアウトドア用
品の提供を受け、室内にてキャンプの雰囲気を
お楽しみいただくことができます。
期間：受付中。 3 月31日（金）まで
宿泊料金：YMCA 会員5,400円
申 込 み： https://bit.ly/ 3 E68jUU または、QR コード

をご覧ください。

ウクライナ支援募金
　第 3 次募金期間：2023年 3 月31日
まで　詳細はhttp://bit.ly/ 3 sKNfxy
または QR コードをご覧ください。

日常的な消毒清掃、扉や窓の開放
等の感染予防対策を行っております。

ウイルス感染防止
対策の取り組み

専
門
学
校
と
リ
ー
ダ
ー
で
の
学
び
を

ス
ポ
ー
ツ
通
し
社
会
の
役
立
つ
活
動
へ

伊
藤
　
大
晃

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
科
３
年

　

私
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
人
の
役
に

立
つ
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
少
し
で
も
多
く
の
現
場
で
経
験
を

重
ね
た
い
と
考
え
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
専
門
学

校
と
同
じ
建
物
内
に
あ
る
湘
南
と
つ
か
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
リ
ー
ダ
ー
活
動
を
始
め
た
こ
と

が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
で
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
指
導
し
な
が
ら
活
動

を
通
し
て
、
多
く
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

一
番
の
学
び
に
な
っ
た
こ
と
は
、
楽
し
い

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
で
す
。
水
泳
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
楽
し
ん
で
水
泳
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
楽
し
く
練
習
が

で
き
る
た
め
に
は
、
ま
ず
リ
ー
ダ
ー
が
楽

し
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム

性
や
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
取
り
入
れ
、
練

習
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
す
る
な
ど
指
導
者
と

し
て
日
々
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

水
泳
指
導
の
他
に
リ
ー
ダ
ー
会
に
も
所

属
し
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
や
横
浜
と
つ
か
ワ

イ
ス
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
た
ち
と
川
の
清

掃
活
動
を
し
た
り
、
募
金
活
動
、
野
菜
の

栽
培
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
経
験
を
活
か
し
、
今
ま
で

行
っ
て
き
た

社
会
や
地

域
、
人
の
た

め
に
な
る
活

動
が
広
ま
る

よ
う
に
今
後

も
継
続
し
て

活
動
を
続
け

た
い
と
思
い

ま
す
。

　

専
門
学
校
入
学
時
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
入
学
式
も
無
く
、

授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
初
め
て
会
う

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も
画
面
越
し
で
の
出
会
い

で
し
た
。
学
校
に
通
学
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
も
学
校
行
事
は
な
く
、
常
に

マ
ス
ク
を
着
け
、
感
染
防
止
対
策
が
厳
し

く
行
わ
れ
、
し
た
い
こ
と
が
な
か
な
か
出

来
な
い
学
校
生
活
で
し
た
。
し
か
し
、
今

ま
で
に
は
な
く
、
誰
も
が
経
験
を
し
た
こ

と
の
な
い
学
校
生
活
を
送
っ
た
か
ら
こ
そ

感
じ
た
こ
と
は
、
日
々
の
学
校
生
活
が
と

て
も
楽
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
学

校
の
休
み
時
間
や
放
課
後
に
友
だ
ち
と
遊

ん
だ
り
、
笑
い
合
っ
て
過
ご
し
て
き
た
学

校
生
活
は
今
ま
で
送
っ
て
き
た
学
校
生
活

よ
り
も
一
段
と
楽
し
く
、
大
変
な
状
況
の

中
で
最
高
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
楽
し
く
過

ご
せ
た
学
校
生
活
の
日
々
が
、
３
年
間
の

最
高
の
思
い
出
で
す
。

４
月
か
ら
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
入
職
予
定
で
す
。
３
年

間
の
リ
ー
ダ
ー
活
動
を
通
し
て
、
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
の

役
に
立
つ
こ
と
、
社
会
に
役
立
つ
活
動
が

で
き
る
よ
う
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▶デスクペン　春を迎えます。戦争や震災などにより困難な状況にある人たちが1日でも早く安心して春を感じられますように。そのために私たち一人ひとりができることに取り組めますように。（直）
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 ▲ トレーニングのサポートにも取り組んだ
（右。2022年10月。湘南とつかYMCA）


